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1．経営方針

　　○志：一歩先を考え行動　👉 指示待ちの心を捨て、今何をすべきかを考え行動します。

人生を変えてしまう災害の元を見逃すな！

「安全は我が身・家族のため」

【 理 念 】

幸せをもたらす必要不可欠の企業であり続ける

時代の波を機敏に捉え、関わる全ての人々に

【 行動指針 】

≪安全方針≫

Ⅰ.　　組　織　の　概　要

　　　　　　　　       株式会社　江　合
代表取締役 　石ケ森 信 幸 　

　　○責：法令順守を最優先　👉 法令を遵守し、安心で安全な業務遂行を心がけます。

　　

ちょっと気づいたらちょっとの行動してみよう

『安全なくして企業なし』

     平成２８年７月１日制定

　　○信：自らを信じて挑戦　👉 自分を信じてあげよう、そして迷わず行動・挑戦します。

　　○連：連携の力は無限大　👉 自分の力を最大に発揮し、連携によって可能性を高めます。

その積み上げが地球環境を変える

『小さな気づきと行動の連鎖を築こう』

≪環境方針≫

　　○和：和の精神生涯の財　👉 縁を大切にして、寛容・信頼・尊重を常として精励します。

1



【 商 号 】 株式会社　　江　合

【 代 表 者 】 代表取締役　　石ケ森　信幸

989-6102

宮城県大崎市古川江合本町三丁目１番１号

TEL：0229-23-8222　　FAX：0229-22-3773

Mail：eaig@chive.ocn.ne.jp

【 資 本 金 】 ２，０００万円

【 設 立 年 月 日 】 昭和２８年８月１７日

江合リサイクルプラント

989-6228

宮城県大崎市古川清水字三丁目石田１８－２

TEL：0229-26-3626　　FAX：0229-25-6885

【 環境管理責任者 】 常務取締役　　加 藤　嘉 明

【 従 業 員 数 】 ７名

【 売 上 高 】 １２,０７９ 万円（２０２２ 年度実績）

・産業廃棄物処分業

・産業廃棄物収集運搬業

・土木工事業

・骨材販売業

※(詳細は別紙事業内容参照)

2.会社概要

】事 業 概 要【

】所 在 地【

】事 業 所【
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3. 事業内容

1)事業部門の内容

骨 材 販 売 業 ＲＣ４０（再生コンクリート砕石）他

産 業 廃 棄 物 処 分 業 宮城県知事　　許可番号 ００４２５００３４１９

許 可 年 月 日 平成　７年　３月３０日

最新更新許可年月日 令和　２年　３月３０日

許 可 有 効 年 月 日 令和　７年　３月２９日

事 業 区 分 中間処分－破砕

産 業 廃 棄 物 の 種 類
金属くず（がれき類に付着したものに限る）、ガラスく
ず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類　以上
３種類（これらのうち石綿含有産業廃棄物を除く。）

ＲＣ－３０ＡＫライン（破砕設備）

４０トン計量台貫

ホイールローダ　２機

パワーショベル　２機

処 理 能 力 ６５２．５ｔ/日（８７ｔ/時間　７．５時間稼働）

敷 地 面 積 ８，７３１㎡

保 管 上 限 １２，２５０㎥

常 駐 人 員 ４名

産業廃棄物収集運搬業 宮城県知事　　許可番号 ００４０５００３４１９

許 可 年 月 日 平成　５年　７月３０日

最新更新許可年月日 令和　５年　７月３０日

許 可 有 効 年 月 日 令和１０年　７月２９日

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリー
トくず及び陶磁器くず、がれき類　以上４種類（これら
のうち石綿含有産業廃棄物を除く。水銀使用製品産業廃
棄物を除く。廃プラスチック類、金属くず並びにガラス
くず・コンクリートくず及び陶磁器くずは、自動車等破
砕物を除く。）

販売用骨材運搬

許 可 車 両 大型ダンプ（１０t）　１台

土木工事業

とび・土木工事業

舗装工事業

解体工事業

許 可 年 月 日 昭和３９年　３月２７日

許 可 更 新 年 月 日 令和　４年　４月１５日

許 可 番 号 宮城県知事　許可（般－４）第１１０９号

江
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト

設 備 ・ 施 設

輸
 

送
 

部 事 業 の 範 囲

土
 

木
 

部

許可を受けた建設業
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2)リサイクルプラントの事業内容
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3)事業の実績

月 がれき類（ｔ） RC40生産量(t)

４月 2,015.47 2,299

５月 1,624.76 1,829

６月 1,349.39 1,378

７月 1,412.57 1,287

８月 1,079.18 1,791

９月 1,599.06 2,138

１０月 2,019.53 2,950

１１月 1,270.13 955

１２月 1,586.63 375

１月 1,318.49 2,009

２月 1,870.69 646

３月 2,000.75 2,032

合計 19,146.65 19,688

がれき類（ｔ）

収集運搬実績数量 330.20

実績なし

【令和４年度廃材受入量】

【令和４年度建設工事】

【令和４年度廃材運搬量】
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月 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ3 Ｒ4

4月 7,383.45 2,181.75 3,737.41 1,357.00 2,398.75 2,015.47

5月 9,095.76 4,749.61 6,114.81 2,598.76 4,911.50 3,640.23

6月 13,309.54 7,885.72 8,045.68 4,102.47 7,775.75 4,989.62

7月 18,822.84 11,114.35 9,632.09 5,969.49 9,756.50 6,402.19

8月 20,855.51 14,949.44 11,229.15 8,093.47 12,445.00 7,481.37

9月 22,072.11 19,779.06 12,927.82 10,732.50 15,808.00 9,080.43

10月 23,233.38 22,540.02 15,394.91 12,335.39 17,845.75 11,099.96

11月 25,115.53 24,751.96 17,321.48 14,097.27 20,011.75 12,370.09

12月 26,463.69 26,408.38 19,242.31 15,609.64 21,294.25 13,956.72

1月 27,697.16 28,373.75 20,758.33 16,641.01 22,486.50 15,275.21

2月 30,015.23 31,082.04 23,335.18 18,592.51 24,880.50 17,145.90

3月 31,997.59 32,791.68 24,869.73 21,300.20 26,182.00 19,146.65 　　廃材受入量は年々減少傾向にある。

前年比 102.5% 75.8% 85.6% 122.9% 73.1%

年度別廃材受入量（t）
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(累計)

月 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 月 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

4月 2,272 3,309 1,235 1,444 2,399 2,299 4月 2,272 3,309 1,235 1,444 2,399 2,299

5月 3,552 2,876 1,686 2,731 2,513 1,829 5月 5,824 6,185 2,921 4,175 4,912 4,128

6月 1,938 3,298 3,510 1,796 2,864 1,378 6月 7,762 9,483 6,432 5,971 7,776 5,505

7月 4,642 3,021 3,083 285 1,981 1,287 7月 12,404 12,504 9,514 6,256 9,757 6,793

8月 2,988 2,798 1,492 1,748 2,689 1,791 8月 15,392 15,302 11,006 8,004 12,445 8,583

9月 3,814 4,773 1,876 3,363 3,363 2,138 9月 19,206 20,075 12,882 11,367 15,808 10,721

10月 3,754 5,168 2,584 2,038 2,038 2,950 10月 22,960 25,243 15,466 13,405 17,846 13,671

11月 3,682 4,560 3,919 2,166 2,166 955 11月 26,642 29,803 19,385 15,571 20,012 14,625

12月 2,790 3,496 2,598 1,283 1,283 375 12月 29,432 33,299 21,983 16,853 21,294 15,001

1月 2,612 4,161 1,701 1,192 1,192 2,009 1月 32,044 37,460 23,684 18,045 22,487 17,010

2月 3,719 3,120 2,071 2,394 2,394 646 2月 35,763 40,580 25,755 20,439 24,881 17,656

3月 3,545 4,329 3,202 1,302 1,302 2,032 3月 39,308 44,909 28,956 21,741 26,182 19,688

　年度別再生材生産量(ｔ)
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4)資格取得状況
資　格　種　類 認　定　機　関 石ケ森 加藤 千坂 桜井 髙橋 結城 伊藤

㈱日立建機教習センタ宮城教習所 〇

建設業労働災害防止協会宮城県支部 ○

㈱小松車両教習所東京教習センタ ○

㈱ＰＥＯ建機教習センタ宮城教習所 ○

コマツ教習所㈱宮城センタ ○

㈱日立建機教習センタ宮城教習所 ○

大型車 宮城県公安委員会 ○ ○

ローラー 木戸建設㈱労働安全管理室 ○

高所作業車 木戸建設㈱労働安全管理室 ○

小野リース㈱仙台教習センター ○

(公社)宮城労働基準協会 ○

小型移動式クレーン 小野リース㈱仙台教習センター ○

(社)宮城労働基準協会 ○

建設業労働災害防止協会新潟県支部 〇

フォークリフト (社)コマツクレーン教習センター ○

不整地運搬車 ㈱日立建機教習センタ宮城教習所 ○

除雪講習 (一社)日本建設機械施工協会東北支部 〇 〇

労働衛生管理員 宮城労働基準局 〇

安全推進員 宮城労働基準局 〇

安全衛生推進者養成 宮城労働基準協会 〇

危険予知訓練 宮城労働基準協会古川支部 〇

大気関係公害防止管理者研修 東北通商産業局 〇

大気関係第4種.公害防止管理者 ㈳産業公害防止協会 〇

一般粉じん関係公害防止管理者 日本砕石協会 〇

産業廃棄物処理業の許可申請(更新)収集運搬過程 (公財)日本産業廃棄物処理振興ｾﾝﾀｰ 〇

産業廃棄物処理業の許可申請(更新)処分過程 (公財)日本産業廃棄物処理振興ｾﾝﾀｰ 〇

産業廃棄物処理業の許可申請(新規)収集運搬過程 (公財)日本産業廃棄物処理振興ｾﾝﾀｰ 〇

産業廃棄物中間処理施設技術管理者 ㈶日本環境衛生センター 〇

採石業務管理者 宮城県 〇 〇

石綿使用建築物等解体等業務特別教育 建設業職業能力開発学院 〇

１級土木施工管理技士 建設省 〇 〇

監理技術者 (一財)全国建設研修センター 〇 〇

２級舗装施工監理技術者 (一財)日本道路建設業協会 〇

建設工事安全講習 古川地区労働災害防止連絡会議 〇

安全衛生管理担当者 建設業労働災害防止協会宮城県支部 〇

安全運転管理者 宮城県公安委員会 〇

酸素欠乏危険作業特別教育 新潟県労働衛生医学協会 〇

普通救命講習 大崎地域広域行政事務組合消防本部 〇

型わく支保工の組立等作業主任者 建設業労働災害防止協会新潟県支部 〇

土止め支保工作業主任者 建設業労働災害防止協会新潟県支部 〇

地山の掘削作業主任者 建設業労働災害防止協会新潟県支部 〇

登録建設業経理士２級 (一財)建設業振興基金 〇

建設業経理事務士３級 宮城県建設業協会 〇

登録解体工事講習 (一財)全国建設研修センター 〇 〇

職長・安全衛生責任者 建設業労働災害防止協会宮城県支部 〇 〇 〇

フルハーネス型安全帯使用作業特別教育 建設業労働災害防止協会宮城県支部 〇

大型特殊 宮城県公安委員会 〇 〇

車両系建設機械(解体用)

車両系建設機械(整地等)

玉掛け

足場組立等作業主任者

7



4．対象範囲ならびに実施体制・役割分担

　1)対象範囲
　　　全組織、全活動を対象にします。

　　　　(但し、土木工事業は実績がない為、対象外とします。)

　２)実施体制

ＥＡ２１代表者

代表取締役

石ケ森 信幸

ＥＡ２１事務局

総務

結城 久恵

環境管理責任者

常務取締役

加藤 嘉明

ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝﾄ部門

常務取締役

加藤 嘉明

輸送部門

常務取締役

加藤 嘉明

合同事務所

総務

結城 久恵

ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝﾄ全社員

及び入場者

外注の輸送者

全員

合同事務所内の

関連各社全員

【

部

門

】

【

対

象

】

ＥＡ２１推進本部
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3)役割一覧

Ｅ Ａ ２ １ 代 表 者 　代表取締役　　石ケ森　信幸

環 境 管 理 責 任 者 　常務取締役　　加藤　嘉明

Ｅ Ａ ２ １ 推 進 本 部 　石ケ森 信幸 ・ 加藤 嘉明 ・ 結城 久恵

リサイクルプラント部門 　常務取締役　　加藤　嘉明

輸 送 部 門 　常務取締役　　加藤　嘉明

合 同 事 務 所 　結城　久恵

Ｅ Ａ ２ １ 事 務 局 　結城　久恵

環境経営システムＥＡ２１に基づき、合同事務所内の関連各社に環境経営活動を周知
広報し、協力を要請する。

環境経営システムＥＡ２１の広報・周知・データ管理など、ＥＡ２１全般の事務を行
う。

経営責任者。代表者は経営理念・環境理念を策定し、環境方針・環境目的を策定・全
体の評価と見直し、環境管理責任者を任命する。又、環境への取り組みに必要な人
員・設備・費用等を適切に準備する。
経営上の課題とチャンスを整理し、明確にする。

代表者に代わってＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構
築・運用し、その状況を代表者に報告する責任と権限を有することとする。

環境経営システムＥＡ２１に基づき、江合リサイクルプラントを運営し、その状況を
環境管理責任者に報告する。
産業廃棄物処理責任者。

環境経営システムＥＡ２１に基づき、輸送班を運営し、その状況を環境管理責任に報
告する。

環境経営システムＥＡ２１の広報・周知・データに関する会議を定期的に行う。
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Ⅱ.　環 境 経 営 方 針

【経営理念】
時代の波を機敏に捉え、関わる全ての人々に幸せをもたらす、

必要不可欠の企業であり続ける

【安全行動指針】
‘安全なくして、企業なし’

【 環境理念 】
経済活動と環境の両立を目指し、私たちができることを

一つ一つ積み上げ、地域社会を未来へ繋ぐ責任を果たす

～ 小さな気づきと行動の連鎖を築こう！ ～

【 環境方針 】
環境経営は、当社業そのものであり企業存続の柱となることから、

常に機能の適正化と更なる高度化を目指して取り組むものとする。

 １．リサイクル業の機能を高めて資源循環型社会構築の一翼を担い

 ２．全ての事業活動でのCO²排出の抑制に取り組み

 ３．環境関連法規等の遵守を基とし

 ４．以てＳＤＧｓ、カーボンニュートラルの推進に貢献する

　　　　　　　　　　　　　 　　 　 　   株式会社  江 合
代表取締役 石ケ森 信幸

制定　2009年 4月28日
改定　2021年 4月 1日
改定　2022年 4月 1日
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1. リサイクルプラント部門

単位 基準値
2022年度
目標値

対基準値削減率

2023年度
目標値

対基準値削減率

2024年度
目標値

対基準値削減率

㎏-CO² /h 0.00 0.00 0.00 0.00

43.78 43.56 43.34

-0.5% -1.0% -1.5%

18.94 18.85 18.75

-0.5% -1.0% -1.5%

32.84 32.67 32.51

-0.5% -1.0% -1.5%

40.80 40.59 40.39

-0.5% -1.0% -1.5%

t

ℓ

－

－

◎年２回以上、会社周辺等の環境整備のために清掃活動を実施します。
◎プラント購入電力は、再エネ比率100％電気を使用の為、排出係数は0になります。
◎全機種にＢ５(軽油混和燃料)を使用している為、常時二酸化炭素排出量を５％削減できています。

2. 合同事務所部門
本社は合同事務所として使用しており、極力他社の協力も得るよう努めます。

単位 基準値
2022年度
目標値

対基準値削減率

2023年度
目標値

対基準値削減率

2024年度
目標値

対基準値削減率

6,028.5 5,998.2 5,967.9

-0.5% -1.0% -1.5%

33.5 33.1 32.8

-1.0% -2.0% -3.0%

0.20 0.20 0.20

-0.5% -1.0% -1.5%

69.6 69.3 68.9

-0.5% -1.0% -1.5%

㎏

39.8 39.6 39.4

-0.5% -1.0% -1.5%

◎2022年度から購入電力、二酸化炭素排出係数は、2020年東北電力調整後計数　0.457を使用します。

水使用量の削減 ㎥ 40.0

0.21

ＬＰＧ使用による
二酸化炭素排出量

㎏-CO² /年

一般廃棄物排出量削減 70.0㎏

産業廃棄物量削減

33.8

ガソリン使用による

二酸化炭素排出量
㎏-CO² /㎞

排出はありません。

19.04

購入電力の
二酸化炭素排出量

㎏-CO² /年

水使用量の削減

自らが生産・販売する製品
に関する項目

6058.8

産業廃棄物排出量削減

LX110 ＢＤＦ使用による
二酸化炭素排出量

㎏-CO² /h

化学物質使用量削減

・上水道は使用していません。地下水を使用していますが、
　計測しておりませんので環境目標は策定せず、使用量の削
　減に努めることとします。

・がれきを破砕し再生骨材を生産していますが、排出する産
　業廃棄物は搬入されたがれきに付着している廃プラや木く
　ずです。
・自ら削減することはできませんので、環境目標は策定せず
　数量の把握と搬入業者へ付着物の除去を呼びかけることと
　します。

41.00

・重機の更新を予定し燃費向上を図ります。

・化学物質は使用しておりません。

Ⅲ.　環 境 経 営 目 標　（旧）

ZX210LC ＢＤＦ使用による
二酸化炭素排出量

㎏-CO² /h 44.00

ZX200 ＢＤＦ使用による
二酸化炭素排出量

㎏-CO² /h

WA380 ＢＤＦ使用による
二酸化炭素排出量

㎏-CO² /h

リサイクルプラント重機の環境目標は、稼働時間(h)当たりの環境負荷として策定します。

購入電力の

二酸化炭素排出量

33.00
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1. リサイクルプラント部門

単位 基準値
2023年度
目標値

対基準値削減率

2024年度
目標値

対基準値削減率

2025年度
目標値

対基準値削減率

変更理由

14.01 13.98 13.95

-0.3% -0.5% -0.7%

43.87 43.78 43.69

-0.3% -0.5% -0.7%

18.98 18.94 18.91

-0.3% -0.5% -0.7%

32.90

-0.3%

40.88 40.80 40.71

-0.3% -0.5% -0.7%

-0.3% -0.5%

t

ℓ

－

－

◎年２回以上、会社周辺等の環境整備のために清掃活動を実施します。

◎全機種にＢ５(軽油混和燃料)を使用している為、常時二酸化炭素排出量を５％削減できています。

2. 合同事務所部門
本社は合同事務所として使用しており、極力他社の協力も得るよう努めます。

単位 基準値
2023年度
目標値

対基準値削減率

2024年度
目標値

対基準値削減率

2025年度
目標値

対基準値削減率

変更理由

6,040.6 6,028.5 6,016.4

-0.3% -0.5% -0.7%

33.7 33.6 33.6

-0.3% -0.5% -0.7%

0.20 0.20 0.20

-0.3% -0.5% -0.7%

69.7 69.6 69.5

-0.3% -0.5% -0.7%

39.9 39.8 39.7

-0.3% -0.5% -0.7%

㎏

◎購入電力、二酸化炭素排出係数は、2020年東北電力調整後計数　0.457を使用します。

産業廃棄物量削減 排出はありません。

水使用量の削減 ㎥ 40.0 変更なし

ガソリン使用による
二酸化炭素排出量

㎏-CO²
/㎞

0.21 変更なし

一般廃棄物排出量削減 ㎏ 70.0 変更なし

ＬＰＧ使用による
二酸化炭素排出量

㎏-CO²
/年

33.8 変更なし

水使用量の削減
・上水道は使用していません。地下水を使用していますが、計測しておりま
せんので環境目標は策定せず、使用量の削減に努めることとします。

化学物質使用量削減 ・化学物質は使用しておりません。

自らが生産・販売す

る製品に関する項目
・重機の更新を予定し燃費向上を図ります。

購入電力の

二酸化炭素排出量

㎏-CO²

/年
6058.8 変更なし

ZX200

ＢＤＦ使用による
二酸化炭素排出量

㎏-CO²

/h
41.00

ZX210の基準値を基に設定したが、

ZX200の2022年度の実績の平均で基

準値を新たに定め直した。

産業廃棄物排出量
削減

・がれきを破砕し再生骨材を生産していますが、排出する産業廃棄物は搬入
されたがれきに付着している廃プラや木くずです。
・自ら削減することはできませんので、環境目標は策定せず、数量の把握と
搬入業者へ付着物の除去を呼びかけることとします。

ZV70
ＢＤＦ使用による
二酸化炭素排出量

㎏-CO²
/h

数ヶ月使用状況にて基準値を定め

る。

LX110
ＢＤＦ使用による
二酸化炭素排出量

㎏-CO²
/h

19.04 変更なし

WA380
ＢＤＦ使用による
二酸化炭素排出量

㎏-CO²
/h

33.00 来期よりZV70に入替。

Ⅲ.　環 境 経 営 目 標　（新たに設定）

リサイクルプラント重機の環境目標は、稼働時間(h)当たりの環境負荷として策定します。

ZX210LC
ＢＤＦ使用による
二酸化炭素排出量

㎏-CO²

/h
44.00 変更なし

㎏-CO²

/h

購入電力の

二酸化炭素排出量
14.05

燃料価格の上昇や国内電力需給の逼迫によ

り再エネ電気需給契約が2022/1/31で終了｡

前年度の実績の平均を基準値とした。
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1. リサイクルプラント部門

目標値 実績値 実績値/年

14.01 12.83 1,479.0

㎏-CO²/h ㎏-CO²/h ㎏-CO²/年

43.78 46.91 51,706.5

㎏-CO²/h ㎏-CO²/h ㎏-CO²/年

18.94 16.58 26,624.8

㎏-CO²/h ㎏-CO²/h ㎏-CO²/年

32.84 37.29 24,896.2

㎏-CO²/h ㎏-CO²/h ㎏-CO²/年

40.80 43.54 14,050.4

㎏-CO²/h ㎏-CO²/h ㎏-CO²/年

㎏-CO²/年 ㎏-CO²/年

t

－ 年２回以上 ２回実施 － 継続
○

目標達成

㎥

－

2. 合同事務所部門

目標値 実績値 実績値/年

6,028.5 － 5,578.6

㎏-CO²/年 ㎏-CO²/年

33.5 － 34.5

㎏-CO²/年 ㎏-CO²/年

0.20 0.11 6,126.10

㎏-CO²/㎞ ㎏-CO²/㎞ ㎏-CO²/年

69.6 － 62.9

㎏/年 ㎏/年

39.8 － 30.0

㎥/年 ㎥/年

3. 輸送部門
1)　燃料節約…アイドリングストップの実施
2)　免許証・車検証等の更新時の提出…随時実施

○

目標達成
132.7%水使用量の削減

ガソリン使用による
二酸化炭素排出量

一般廃棄物量削減

○
目標達成

㎏

㎏

㎏-CO²/㎞

購入電力の
二酸化炭素排出量

△
目標未達成

ZX200 ＢＤＦ使用による
二酸化炭素排出量

産業廃棄物排出量削減

WA380 ＢＤＦ使用による
二酸化炭素排出量

△
目標未達成

LX110 ＢＤＦ使用による

二酸化炭素排出量

○

目標達成

ZX210LC ＢＤＦ使用による
二酸化炭素排出量

△
目標未達成

単位

がれきを破砕し再生骨材を生産していますが、排出する産業廃棄物

は搬入されたがれきに付着している廃プラや木くずです。自ら削減
することはできませんので、環境目標設定対象には適しません。

２０２２年
評価

○
目標達成

Ⅳ.　環 境 目 標 の 実 績

110.7%

△

目標未達成

○

目標達成

○
目標達成

上水道は使用していません。
地下水を使用していますが、計測できませんので環境目標は策定せ
ず、使用量の削減に努めることとします。

化学物質は使用しておりません。

単位

－－

２０２２年
評価達成率

〇

達成率

100.0%

181.8%

97.1%

108.1%

ＢＤＦ使用による

二酸化炭素排出削減量
－

114.2%

93.3%

93.7%

88.1%

購入電力の

二酸化炭素排出量

ＬＰＧの

二酸化炭素排出量

自らが生産・販売する製品

に関する項目（清掃活動）

水使用量の削減

化学物質使用量削減

㎏-CO²/ｔ

㎏-CO²/ｔ

㎏-CO²/ｔ

6,181.95

㎏-CO²/年

㎏-CO²/年

㎏-CO²/年

㎏-CO²/ｔ

㎏-CO²/ｔ
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月 購入電力使用量（kw）

購入電力使用量

(累積)

（kw）

CO2排出量

（㎏-CO2）

CO2排出量

(累積)

（㎏-CO2）

生産時間（h）
生産時間(累積)

（h）

生産時間あたりの

CO2排出量

（㎏-CO2/h）

生産時間あたりの

CO2排出量(累積)

（㎏-CO2/h）

目標値

（㎏-CO2/h）
前年度

4月 2,213 2,213 0 0 40.4 0.00 0.00 0.00 12.02

5月 1,731 3,944 0 0 62.8 0.00 0.00 0.00 14.75

6月 1,641 5,585 0 0 54.0 0.00 0.00 0.00 14.12

7月 1,319 6,904 0 0 34.0 0.00 0.00 0.00 14.62

8月 1,735 8,639 0 0 57.7 0.00 0.00 0.00 14.60

9月 1,754 10,393 0 0 61.0 0.00 0.00 0.00 14.20

10月 2,073 12,466 0 0 90.0 0.00 0.00 0.00 14.53

11月 1,654 14,120 0 0 61.1 0.00 0.00 0.00 14.16

12月 1,574 15,694 0 0 28.1 0.00 0.00 0.00 13.83

1月 1,962 17,656 0 0 52.6 0.00 0.00 0.00 13.75

2月 1,291 18,947 590 590 35.9 35.9 16.43 16.43 14.01 11.90

3月 1,946 20,893 889 1,479 79.4 115.3 11.20 12.83 14.01 11.35

計 20,893 1,479 115.3 12.83

前年度 21,722 8,911 ※排出係数　 実績－目標 ⇒ -1.18 減少
今年度/前年度 96.2% 減少 16.6% 0.457 実績／目標 ⇒ 91.6%

 (購入電力使用量から事務所の使用電力(3kw)を引いた数値で実施する） 今年度-前年度⇒ 1.48 増加
※大和ハウス工業…燃料価格の上昇や国内電力需給の逼迫により現在の料金を維持することが困難になり、再エネ電気需給契約が1/31で終了｡

　　2/1より再び東北電力より購入する。

【3月のCO²減少の要因】

WA380故障の為、ZX200にて投入。

容量が小さいZX200での運搬の為、

投入回数が多くなった。

よって、稼働時間も多くなった。

2022年度 

購入電力使用による生産時間あたりの二酸化炭素排出量目標値と実績推移

※前年度4月~1月までの平均実績で設定

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 16.43 12 .83 

12 .02 

14.75 14.12 14.62 14.60 14.20 14.53 14.16 13.83 13.75 

11.90 11.35 

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

購入電力使用による二酸化炭素排出量目標・実績対比

今年度

前年度

目標値
(14.01)

月
軽油混和燃料

使用量（ℓ）

ⓐ

廃食油量（ℓ）

ⓑ(ⓐ*0.05)

軽油使用量（ℓ）

ⓒ1

軽油使用量（ℓ）

(累積)

ⓒ2

CO2排出量

（㎏-CO2）

ⓓ1（ⓒ1*係数)

CO2排出量(累積)

（㎏-CO2）

ⓓ2(ⓒ2*係数)

稼働時間（h）

ⓔ1

稼働時間（h）

(累積)

ⓔ2

稼働時間あたりの

CO2排出量

（㎏-CO2/h）

(ⓓ1/ⓔ1)

稼働時間あたりの

CO2排出量(累積)

（㎏-CO2/h）

(ⓓ2/ⓔ2)

目標値

（㎏-CO2/h）
前年度

4月 2,405 120.25 2,284.75 2,284.75 5,986.0 5,986.0 112.5 112.5 53.21 53.21 43.78 45.64

5月 1,579 78.95 1,500.05 3,784.80 3,930.1 9,916.2 94.9 207.4 41.41 47.81 43.78 44.63

6月 1,544 77.20 1,466.80 5,251.60 3,843.0 13,759.2 93.3 300.7 41.19 45.76 43.78 44.35

7月 1,295 64.75 1,230.25 6,481.85 3,223.3 16,982.4 72.0 372.7 44.77 45.57 43.78 44.70

8月 1,890 94.50 1,795.50 8,277.35 4,704.2 21,686.7 85.7 458.4 54.89 47.31 43.78 44.51

9月 1,517 75.85 1,441.15 9,718.50 3,775.8 25,462.5 82.5 540.9 45.77 47.07 43.78 44.73

10月 2,242 112.10 2,129.90 11,848.40 5,580.3 31,042.8 115.4 656.3 48.36 47.30 43.78 45.17

11月 1,495 74.75 1,420.25 13,268.65 3,721.1 34,763.9 76.9 733.2 48.39 47.41 43.78 45.80

12月 890 44.50 845.50 14,114.15 2,215.2 36,979.1 48.2 781.4 45.96 47.32 43.78 45.63

1月 1,503 75.15 1,427.85 15,542.00 3,741.0 40,720.0 102.2 883.6 36.60 46.08 43.78 44.53

2月 2,030 101.50 1,928.50 17,470.50 5,052.7 45,772.7 110.5 994.1 45.73 46.04 43.78 44.30

3月 2,384 119.20 2,264.80 19,735.30 5,933.8 51,706.5 108.1 1,102.2 54.89 46.91 43.78 43.64

計 20,774 1,038.70 19,735.30 51,706.5 1,102.2 46.91

前年度 18,233.35

今年度/前年度 108.2% 増加 実績－目標 ⇒ 3.13 増加

2.62 実績／目標 ⇒ 107%
（0.0686*38.2） 今年度-前年度⇒ 3.27 増加

ZX210LC BDF使用による稼働時間あたりの二酸化炭素排出量目標値と実績推移
2022年度 

※係数
(排出係数*発熱量)

53.21 
47 .81 45.76 45.57 47 .31 47 .07 47 .30 47 .41 47 .32 46.08 46.04 46.91 

45.64 44.63 44.35 44.70 44.51 44.73 45.17 45.80 45.63 44.53 44.30 43.64 
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ＢＤＦ使用による二酸化炭素排出量目標・実績対比

今年度

前年度

目標値(43.87)
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月
軽油混和燃料

使用量（ℓ）

ⓐ

廃食油量（ℓ）

ⓑ(ⓐ*0.05)

軽油使用量（ℓ）

ⓒ1

軽油使用量（ℓ）

(累積)

ⓒ2

CO2排出量(累積)

（㎏-CO2）

ⓓ2(ⓒ2*係数)

稼働時間（h）

(累積)

ⓔ2

稼働時間あたりの

CO2排出量

（㎏-CO2/h）

(ⓓ1/ⓔ1)

稼働時間あたりの

CO2排出量(累積)

（㎏-CO2/h）

(ⓓ2/ⓔ2)

目標値

（㎏-CO2/h）
前年度

4月 0 0.00 0 0.00 0.0 0.0 0.00 0.00 40.80 0.0

5月 0 0.00 0 0.00 0.0 0.0 0.00 0.00 40.80 0.0

6月 0 0.00 0 0.00 0.0 0.0 0.00 0.00 40.80 0.0

7月 398 19.90 378 378.10 990.6 21.8 45.44 45.44 40.80 0.0

8月 230 11.50 219 596.60 1,563.1 35.4 42.09 44.16 40.80 0.0

9月 561 28.05 533 1,129.55 2,959.4 58.5 60.45 50.59 40.80 0.0

10月 312 15.60 296 1,425.95 3,736.0 75.2 46.50 49.68 40.80 0.0

11月 289 14.45 275 1,700.50 4,455.3 91.2 44.96 48.85 40.80 0.0

12月 608 30.40 578 2,278.10 5,968.6 119.4 53.66 49.99 40.80 0.0

1月 826 41.30 785 3,062.80 8,024.5 168.6 41.79 47.60 40.80 0.0

2月 1,287 64.35 1,223 4,285.45 11,227.9 242.2 43.52 46.36 40.80 0.0

3月 1,134 56.70 1,077 5,362.75 14,050.4 322.7 35.06 43.54 40.80 0.0

計 5,645 282.25 5,363 43.54

前年度 0.00

#DIV/0! 実績－目標 ⇒ 2.74 減少

2.62 実績／目標 ⇒ 107%
（0.0686*38.2） 今年度-前年度⇒

　　

2022年度 

ZX200 BDFによる稼働時間あたりの二酸化炭素排出量目標値と実績推移

※係数
(排出係数*発熱量)

0.00 0.00 0.00 

45.44 44.16 
50.59 49.68 48.85 49.99 47.60 46.36 43.54 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ＢＤＦ使用による二酸化炭素排出量目標・実績対比

今年度

前年度

目標値
(40.80)

※ZX210の基準値を基に設定

したが、7月からの実績を基

に基準値を新たに定め直す。

月
軽油混和燃料

使用量（ℓ）

ⓐ

廃食油量（ℓ）

ⓑ(ⓐ*0.05)

軽油使用量（ℓ）

ⓒ1

軽油使用量（ℓ）

(累積)

ⓒ2

CO2排出量(累積)

（㎏-CO2）

ⓓ2(ⓒ2*係数)

稼働時間（h）

(累積)

ⓔ2

稼働時間あたりの

CO2排出量

（㎏-CO2/h）

(ⓓ1/ⓔ1)

稼働時間あたりの

CO2排出量(累積)

（㎏-CO2/h）

(ⓓ2/ⓔ2)

待機時間

抜き

目標値

（㎏-CO2/h）
前年度

4月 1,229 61.45 1,167.55 1,167.55 3,059.0 160.2 19.09 19.09 19.09 18.94 17.82

5月 809 40.45 768.55 1,936.10 5,072.6 282.0 16.53 17.99 17.99 18.94 17.07

6月 934 46.70 887.30 2,823.40 7,397.3 424.4 16.33 17.43 17.43 18.94 16.90

7月 813 40.65 772.35 3,595.75 9,420.9 538.1 17.80 17.51 17.51 18.94 16.79

8月 555 27.75 527.25 4,123.00 10,802.3 621.9 16.48 17.37 17.37 18.94 16.63

9月 871 43.55 827.45 4,950.45 12,970.2 740.7 18.25 17.51 17.51 18.94 16.63

10月 1,017 50.85 966.15 5,916.60 15,501.5 887.6 17.23 17.46 17.46 18.94 16.62

11月 753 37.65 715.35 6,631.95 17,375.7 1,008.0 15.57 17.24 0 18.94 16.57

12月 931 46.55 884.45 7,516.40 19,693.0 1,159.0 15.35 16.99 0 18.94 16.78

1月 730 36.50 693.50 8,209.90 21,509.9 1,292.6 13.60 16.64 0 18.94 16.53

2月 888 44.40 843.60 9,053.50 23,720.2 1,441.6 14.83 16.45 0 18.94 16.29

3月 1,167 58.35 1,108.65 10,162.15 26,624.8 1,605.7 17.70 16.58 17.50 18.94 16.12

計 10,697 534.85 10,162.15 16.58

前年度 9,947.45

102.2% 実績－目標 ⇒ -2.36 減少

2.62 実績／目標 ⇒ 88%
（0.0686*38.2） 今年度-前年度⇒ 0.46 増加

【8月、使用量が少ないのにCO²が多い原因】

　稼働時間が少ない。

　→原因：故障の為、稼働停止期間が半月あった。

【11月~2月、使用量が少なくCO²も少ない原因】

　稼働時間が多い。

　→原因：待機時間が長い為。

　　　　　　　　冬季なので、アイドリングストップは厳しい。

待機時間が長い期間を除いた場合のCO²排出量を算出。

→全期間より若干CO²排出量が増えた。

今後も上記の算出を継続する。

2022年度 

LX110 BDF使用による稼働時間あたりの二酸化炭素排出量目標値と実績推移

※係数
(排出係数*発熱量)

19.09 17 .99 17 .43 17 .51 17 .37 17 .51 17 .46 17 .24 16.99 16.64 16.45 16.58 

17.82 
17.07 16.90 16.79 16.63 16.63 16.62 16.57 16.78 16.53 16.29 16.12 
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ＢＤＦ使用による二酸化炭素排出量目標・実績対比

今年度

前年度

目標値

(18.98)

待機時

間抜き

待機時間が長い

期間を抜いた場

合のCO²排出量
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月 電気使用量

電　気

CO2排出量

(㎏-CO2)

電気(累積)

CO2排出量

(㎏-CO2)

目標値 前年度 月 ＬＰＧ使用量

ＬＰＧ

CO2排出量

(㎏-CO2)

ＬＰＧ(累積)

CO2排出量

(㎏-CO2)

目標値 前年度

4月 823.0 376.1 376.1 502.4 417.1 4月 1.1 3.3 3.3 2.8 154.4
5月 748.0 341.8 717.9 1,004.8 782.2 5月 0.9 2.7 6.0 5.6 171.4
6月 900.0 411.3 1,129.2 1,507.1 1,185.9 6月 0.7 2.1 8.1 8.4 180.7
7月 1,052.0 480.8 1,610.0 2,009.5 1,668.5 7月 0.6 1.8 9.9 11.2 333.3
8月 1,080.0 493.6 2,103.6 2,511.9 2,192.8 8月 0.4 1.2 11.1 14.0 476.6
9月 980.0 447.9 2,551.4 3,014.3 2,585.2 9月 0.6 1.8 12.9 16.8 499.3

10月 892.0 407.6 2,959.1 3,516.6 2,982.0 10月 1.0 3.0 15.9 19.5 575.5
11月 1,067.0 487.6 3,446.7 4,019.0 3,394.6 11月 1.3 3.9 19.8 22.3 786.2
12月 1,302.0 595.0 4,041.7 4,521.4 3,860.4 12月 1.1 3.3 23.1 25.1 1,111.4
1月 1,349.0 616.5 4,658.2 5,023.8 4,303.3 1月 1.1 3.3 26.4 27.9 1,543.0
2月 1,118.0 510.9 5,169.1 5,526.1 4,715.0 2月 1.4 4.2 30.6 30.7 1,971.9
3月 896.0 409.5 5,578.6 6,028.5 5,085.0 3月 1.3 3.9 34.5 33.5 1,974.6
合計 12,207.0 5,578.6 実績－目標 ⇒ -449.9 減少 合計 11.5 実績－目標 ⇒ 1.0 増加

前年度 10,252.0 ↑ 実績／目標 ⇒ 92.5% 前年度 658.8 実績／目標 ⇒ 102.9%
今年度/前年度 119.1% 排出係数 今年度/前年度 1.7% ※ 係 数

0.457 (排出係数*発熱量)

※電気使用量が前年度より増えた原因…ｶ゙ ｽｴｱｺﾝから電気ｴｱｺﾝに切替えた為｡ 3.00

　　これにより、CO²排出量が493.6増加したが、ガスは1,941.3減少した。 (0.059*50.8)

　　結果、1,447.7㎏-CO²の減少。

電気・ＬＰＧ使用による二酸化炭素排出量

ＬＰＧ　目標値と実績　（単位：㎏-CO2）電気　目標値と実績　（単位：㎏-CO2）

2022年度 

376 .1  717.9  1 , 129.2  1 , 610 .0 2 , 103 .6 2 , 551 .4 2 , 959 .1 3 , 4 46.7 4 , 041.7 4 , 658.2 5 , 169.1 5 , 578.6 
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電気使用による二酸化炭素排出量目標・実績対比
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ＬＰＧ使用による二酸化炭素排出量目標・実績対比

今年度

目標値

前年度

月
軽油混和燃料

使用量（ℓ）

ⓐ

廃食油量（ℓ）

ⓑ(ⓐ*0.05)

軽油使用量（ℓ）

ⓒ1

軽油使用量（ℓ）

(累積)

ⓒ2

CO2排出量(累積)

（㎏-CO2）

ⓓ2(ⓒ2*係数)

稼働時間（h）

(累積)

ⓔ2

稼働時間あたりの

CO2排出量

（㎏-CO2/h）

(ⓓ1/ⓔ1)

稼働時間あたりの

CO2排出量(累積)

（㎏-CO2/h）

(ⓓ2/ⓔ2)

目標値

（㎏-CO2/h）
前年度

4月 716 35.80 680.20 680.20 1,782.1 44.1 40.41 40.41 32.84 0.00

5月 781 39.05 741.95 1,422.15 3,726.0 112.5 28.42 33.12 32.84 0.00

6月 996 49.80 946.20 2,368.35 6,205.1 179.8 36.84 34.51 32.84 0.00

7月 752 37.60 714.40 3,082.75 8,076.8 219.2 47.51 36.85 32.84 0.00

8月 1,197 59.85 1,137.15 4,219.90 11,056.1 298.7 37.48 37.01 32.84 0.00

9月 900 45.00 855.00 5,074.90 13,296.2 358.6 37.40 37.08 32.84 0.00

10月 1,352 67.58 1,283.93 6,358.83 16,660.1 451.9 36.05 36.87 32.84 0.00

11月 919 45.95 873.05 7,231.88 18,947.5 514.9 36.31 36.80 32.84 40.38

12月 401 20.05 380.95 7,612.83 19,945.6 545.1 33.05 36.59 32.84 35.84

1月 945 47.25 897.75 8,510.58 22,297.7 622.6 30.35 35.81 32.84 32.43

2月 559 27.95 531.05 9,041.63 23,689.1 667.6 30.92 35.48 32.84 31.62

3月 485 24.25 460.75 9,502.38 24,896.2 687.6 60.36 36.21 32.84 32.57

計 10,003 500.13 36.21

実質計

前年度 13,008.40 実績－目標 ⇒ 3.37

73.0% 2.62 実績／目標 ⇒ 110%
（0.0686*38.2）

※ＷＡ３８０は２０２３年３月で使用終了。

　　２０２３年６月より川崎ZV70が始動。

　　ZV70の目標値は、使用状況を見て

　　目標値を定める。

2022年度 

WA380 BDF使用による稼働時間あたりの二酸化炭素排出量目標値と実績推移

9,502.38 ※係数
(排出係数*発熱量)

40.41 

33.12 34.51 36.85 37 .01 37 .08 36.87 36.80 36.59 35.81 35.48 36.21 
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今年度
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目標値
(32.90)
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車番
ガソリン

使用量

（ℓ）

走行距離

(㎞/年)

CO2排出量

（㎏-CO2）

単位排出量

(㎏-CO2/㎞)

3218 617.46 3,248.00 1,433.53 0.44

1738 564.30 6,520.00 1,310.11 0.20

2938 1,841.21 40,311.00 4,274.66 0.11

4979 514.27 6,776.00 1,193.96 0.18 •燃費（1km当たりのガソリン消費量）＝ 走行距離[km] ÷ 給油量[L]

合　計 3,537.24 56,855.00 8,212.27 0.14 •1km当たりの二酸化炭素排出量 ＝ 給油量[L] × 2.32 ÷ 走行距離[km] 

車種別月単位使用量・CO２排出量(累計)

3218 1738 2938 4979

使用量 走行距離
CO2排出量

（㎏-CO2）

単位排出量

(㎏-CO2/㎞)
使用量 走行距離

CO2排出量

（㎏-CO2）

単位排出量

(㎏-CO2/㎞)
使用量 走行距離

CO2排出量

（㎏-CO2）

単位排出量

(㎏-CO2/㎞)
使用量 走行距離

CO2排出量

（㎏-CO2）

単位排出量

(㎏-CO2/㎞)

4月 152.91 685.00 355.01 0.52 0.00 0.00 0.00 0.00 164.10 3,439.00 380.98 0.11 53.47 643.00 124.14 0.19 370.5 4,767.0 860.1 0.18

5月 288.67 1,441.00 670.19 0.47 0.00 0.00 0.00 0.00 322.92 6,875.00 749.71 0.11 75.07 1,135.00 174.29 0.15 686.7 9,451.0 1,594.2 0.17

6月 450.37 2,631.00 1,045.61 0.40 0.00 0.00 0.00 0.00 443.67 10,131.00 1,030.05 0.10 122.07 1,716.00 283.41 0.17 1,016.1 14,478.0 2,359.1 0.16

7月 579.46 3,248.00 1,345.31 0.41 0.00 0.00 0.00 0.00 600.39 13,949.00 1,393.90 0.10 169.76 2,335.00 394.13 0.17 1,349.6 19,532.0 3,133.3 0.16

8月 617.46 3,248.00 1,433.53 0.44 0.00 0.00 0.00 0.00 756.63 17,364.00 1,756.64 0.10 239.13 3,289.00 555.18 0.17 1,613.2 23,901.0 3,745.3 0.16

9月 0.00 0.00 0.00 0.00 89.00 447.00 206.63 0.46 892.43 20,513.00 2,071.92 0.10 260.54 3,739.00 604.89 0.16 1,242.0 24,699.0 2,883.4 0.12

10月 0.00 0.00 0.00 0.00 175.00 1,701.00 406.29 0.24 1,026.97 24,080.00 2,384.28 0.10 324.94 4,579.00 754.40 0.16 1,526.9 30,360.0 3,545.0 0.12

11月 0.00 0.00 0.00 0.00 252.20 2,647.00 585.52 0.22 1,159.41 27,484.00 2,691.76 0.10 397.11 5,173.00 921.95 0.18 1,808.7 35,304.0 4,199.2 0.12

12月 0.00 0.00 0.00 0.00 369.60 3,493.00 858.09 0.25 1,347.05 30,594.00 3,127.39 0.10 444.21 5,654.00 1,031.30 0.18 2,160.9 39,741.0 5,016.8 0.13

1月 0.00 0.00 0.00 0.00 422.60 4,418.00 981.13 0.22 1,511.50 34,101.00 3,509.19 0.10 465.27 6,020.00 1,080.20 0.18 2,399.4 44,539.0 5,570.5 0.13

2月 0.00 0.00 0.00 0.00 532.30 5,400.00 1,235.82 0.23 1,641.10 36,412.00 3,810.08 0.10 465.27 6,188.00 1,080.20 0.17 2,638.7 48,000.0 6,126.1 0.13

3月 0.00 0.00 0.00 0.00 564.30 6,520.00 1,310.11 0.20 1,841.21 40,311.00 4,274.66 0.11 514.27 6,776.00 1,193.96 0.18 3,537.2 56,855.0 8,212.3 0.14

前年度 1,254.32 8,000.00 2,912.10 0.36 0.00 0.00 0.00 0.00 1,971.17 42,783.00 4,576.39 0.11 642.59 8,258.00 1,491.88 0.18 4,036.40 60,786.00 9,371.15 0.15

※№2938と№4979のCO²単位排出量は前年と同じ ※ 係 数

※№1738から№3218に切替えたことにより、単位排出量が0.24㎏-CO²/㎞減少 (排出係数*発熱量)

2.32

(0.0671*34.6)

4月 0.18 0.20

5月 0.17 0.20

6月 0.16 0.20

7月 0.16 0.20

8月 0.16 0.20

9月 0.12 0.20

10月 0.12 0.20

11月 0.12 0.20

12月 0.13 0.20

1月 0.13 0.20

2月 0.13 0.20

3月 0.14 0.20

実績－目標 ⇒ -0.1 減少

実績／目標 ⇒ 72.2%

燃料使用量 全体の 15%燃料使用量 全体の 52%燃料使用量 全体の 16%燃料使用量 全体の 17％

2022年度 

ガソリン使用による走行距離(㎞)あたりの二酸化炭素排出量

月

CO2排出量

合計

（㎏-CO2）

単位排出量

(㎏-CO2/㎞)

使用量

合計

走行距離

(㎞/年)

単位排出量

(平均)
月

　（単位：㎏-CO2）

2022年度目標値と実績

2022年度

目標値

2022年度 

目標値 69.6 kg 目標値 39.8 ㎥
燃やせるごみ排出日 重　量 (Kg) リサイクルごみ排出日 再生紙(kg) 使用量

4月12日 2.5 4月1日 56.0 4月 3.0
4月15日 5.0 4月18日 75.0 5月 2.0
4月19日 9.9 5月25日 31.0 6月 2.0
4月29日 2.1 7月25日 34.0 7月 3.0
5月13日 2.3 11月17日 160.0 8月 2.0
5月24日 3.0 2月28日 47.0 9月 2.0
6月10日 2.1 3月9日 36.0 10月 3.0
6月24日 3.5 11月 3.0
7月8日 2.5 12月 2.0

7月22日 2.5 1月 2.0
8月9日 1.9 2月 3.0
9月2日 2.3 3月 3.0

9月16日 2.5 合計 30.0
9月30日 2.3 前年度 36.0㎥

11月1日 2.8 実績／目標　⇒ 75.4%

11月22日 2.7

12月13日 2.0 ※２０２0年4月、トイレ・給湯室の蛇口を自動水栓に交換

12月27日 2.2 ※2022年12月7日、２口あった水道の１つを解約

1月13日 1.7

2月3日 2.4

3月3日 2.5

3月28日 2.2

前年度 59.8㎏ 62.9 前年度 376.6㎏ 439.0 ※リサイクルできる紙類（段ボール・古紙等）は、なるべく可燃ごみに

総　　量 ㎏ 　出さないようにし、今年度の可燃ごみは全体の13%に抑えているが、

90.4% 　リサイクルごみが前年より１６％増になった｡

総量からの可燃ごみの割合 13% 総量からの資源ごみの割合 87%

501.9

可燃ごみ 実績／目標 ⇒

江合事務所一般ごみ排出重量 江合事務所水道使用量
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2022年度実績値のグラフ
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評価欄 次年度の環境経営目標及び環境経営計画

1.

　・破砕プラントの空回しをしない ○

　・空調温度の徹底（暖房22℃・冷房27℃） 〇 酷暑の場合は柔軟に運用する

　・破砕歯の定期的な補修（肉盛）による生産性の向上 ○ ３回に分けて実施する

　・照明のこまめな消灯（現場事務所） ○

　・作業性を考慮し、無駄のない重機の場内移動を行う ○

　・アイドリングストップの励行 ○ 熱中症予防には柔軟に対応する

　・日常点検及びグリスアップの励行 ○

ＢＤＦ使用機械を増やすよう努める ○ 通年のデータ取得と分析

　・こまめに蛇口を閉め、節水に心掛ける ○

　・環境経営システム運用教育 ○

　・安全教育（運用に係る手順書等の説明） ○

　・想定緊急事態対応教育・訓練（火災・作動油飛散） ○

　・構内パトロール（施設点検日誌）にて毎日実施 ○

　・リターンローラーの下を作業終了後に泥上げする ○

　・周辺地域との共生作業として、周辺の草刈り作業の実施 ○ 年２回以上実施する

　・周辺地域との共生作業として、搬入路の清掃作業の実施 ○ 定期的に実施する

　・廃プラ・廃棄くずの搬出 ○ 定期的に搬出する

2.

　・排出するごみの量を分別・計測して削減する ○

　・コビー用紙の裏面の利用 ○

　・詰め替え可能な製品購入の徹底 ○

　・空調温度の徹底（暖房22℃・冷房27℃） ○ 扇風機等を活用する

　・不要な照明は消灯する ○ 不必要な照明の消灯、休憩時間等の消灯

　・電気製品買い替えの場合、節電対策製品購入の推進 ○

　・給湯器利用時の設定温度を下げる ○

　・トイレの流水音発生器を導入し、使用徹底の上節水する ○ 他社にも節水活動を呼びかける

　・給湯室や足洗い場の無駄な水道利用を控える ○ 自動水栓を利用

　・想定緊急事態対応教育・訓練（火災） ○

3.

1）現在行っている燃費の削減活動を維持する(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ) ○

2）業務管理上において、免許証等の更新時に随時提出する ○

3）緊急時対応策を定め、周知する ○ 年１回、社員と合同で実施

Ⅴ.　環境活動計画とその取組結果と評価並びに次年度の取り組み内容

輸送部門（江合輸送部は外注なので、実施にあたり各運転者に要請する形で行う）

2）購入電力使用削減について

3）化石燃料（ＬＰガス）使用削減について

4）水道使用量削減について

5）訓練計画

1）廃棄物分別の徹底

6）構内整備活動計画

各　項　目

2）化石燃料使用削減について

4）地下水使用量の維持管理

5）環境教育・訓練計画

1）購入電力使用削減について

3）バイオ燃料の使用量拡大

合同事務所部門

リサイクルプラント部門

19



【アルコールチェック】 実施日： 令和4年4月1日 ～

【草刈り】 実施日： 5月上旬頃～随時

構内の草刈は、年３～４回ほど実施しています。

【塀修繕】 実施日： 令和4年7月8日

木杭の経年劣化により倒壊していた箇所もあり、単管パイプにて修繕しました。

【安全大会】 実施日： 令和4年7月16日

【設立70周年に誓う！】

本年、昭和28年8月17日の設立以来70周年を迎えました｡

参加者全員が『私の1年の誓い』として交通安全と労働安全の前年度の反省と今年度の誓いを発表｡

経営者が安全パトロールを行い、作業計画書に不備がないか、内容に沿って作業ができているかを

評価・指導されました。

ＫＹ訓練…各自に与えられたテキストを基に１人１人発表しました。

※救命救急講習を行う予定だったが、新型ｺﾛﾅ感染防止の為、しばらくの間行っていないとのこと。

　(大崎広域消防より)

安全大会終了後、70周年を記念して懇親会を開催しました。

≪主　な　活　動　紹　介≫
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草刈後草刈前

す。

帰社時に目視で酒気帯びの有無を確認していま

令和4年4月1日からの義務化に伴い、出社時と

➪ 



【クリーンキャンペーン】
・大崎市　　実施日：令和4年7月8日 ・宮城県　　実施日：令和3年8月26日

毎年、宮城県主催と大崎市主催のクリーンキャンペーンに参加しています。

【側溝泥上げ・道路清掃】 実施日： 令和4年11月7日 他

破砕等によって堆積された泥・埃をを年に数回掃除しています。

【災害実動訓練】 実施日： 令和4年11月9日

宮城県建設業協会主催の実動訓練で、災害協定に基づきパトロールを開始し、災害情報システムへ

パトロール状況を報告します。

【水質・騒音検査】 実施日： 令和5年1月20日

水質と騒音を環境保全㈱様に毎年依頼し、検査してもらっています。
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1.産業廃棄物収集運搬・処分業部門

環境法規等名称 基　準
該当

有無

遵守

状況

訴訟等

有無

廃棄物の処理及び

清掃に関する法律

①保管状態(下端から50％勾配）

②掲示板設置
③マニフェスト管理
④マニフェスト交付、収集運搬実績報告

○ ○ 無

騒音規制法 ①特定施設届 ○ ○ 無

消防法 ①消火器の設置・点検 ○ ○ 無

①油水分離槽設置 ○ ○ 無

②水質調査 ○ ○ 無

大気粉塵防止法 粉じん発生場所…特定粉じん作業特別教育を受講 － － －

↓

コンクリート破砕は該当しない

2.事務所部門

環境法規等名称 基　準
該当

有無

遵守

状況

訴訟等

有無

フロン排出規制法
①エアコンのフロン排出検査

※要定期点検は圧縮機の定格出力が7.5kW以上。
　取付けた機種は1.65kWなので簡易点検でOK。

○ ○ 無

消防法 ①消火器の設置・点検 ○ ○ 無

水質汚濁防止法

Ⅵ.環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟等の有無
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Ⅶ.　代表者による全体の評価と見直し・指示

【環境活動結果の評価】

・環境経営システムの有効性
　　環境管理責任者と事務局及びプラントの責任者のコミュニケーション、それに伴う
　　実践の整合性が見受けられ成果を出してきたと評価しました。
　　データ集計も適切に行われていますが、その中での異常値に気付くこともあり、シ
　　ステムの維持が適正であると認められました。

・環境への取組の適切性
　　１．老朽の重機を入れ替えて、燃費に改善ができました。
　　２．再エネ電力の中止は、国際情勢に影響を受けたものでありやむを得ません。
　　３．社有車のハイブリッドへの入れ替えで、燃料消費が改善されました。

【改善指示事項】

・環境経営方針
　　変更なし

・環境経営目標
　　１．小さな積上げでCO2削減大効果を出す取り組みを検討すること。
　　２．再エネ電力の調達について情報収集すること。
　　３．３Ｓの浸透を図り、全員の意識をたかめること。

・環境経営計画
　　１．日常の活動を徹底し、その成果の積み上げを実績として集計すること。
　　　⑴ 冷暖房エアコンのサーキュレータとの併用での負荷軽減を検討すること。
　　　⑵ 紙類の焼却分を極力リサイクルに分類すること。
　　　⑶ プラの焼却分類しているものをリサイクルにするよう周知徹底すること。
　　　⑷ 不用な照明を消すよう徹底すると。
　　　⑸ その他
　　２．再生可能エネルギーの情報収集。
　　３．３Ｓ（整理・整頓・清掃）活動の導入をして、確実に定着を図り、早期に次の
　　　　ステップに上げるよう努めること。
　　４．無災害8,000日達成に向けて、油断なく安全作業を徹底すること。
　　５．熱中症対策の手順書厳守を徹底して安全作業を果たすこと。
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